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　（財）農民教育協会 鯉淵学園農業栄養専門学校と
（独）農業環境技術研究所の共催による公開シンポ
ジウム「自然と農業に学ぶ－環境保全型農業－」が、
5月17日（木）、鯉淵学園で開催されました。鯉淵
学園と農環研は、平成15年度に教育研究協力に関
する協定を締結し、その一環として、鯉淵学園内
に造成された人工湿地とビオトープにおいて、７
年間にわたって研究調査を行ってきました。シン
ポジウムでは、北里大学副学長の陽捷行氏から農
医連携の重要性について基調講演いただいた後、
研究調査の成果として、人口湿地の管理と教育へ
の活用、人工湿地の水質浄化機能、ビオトープに
おける植物相、昆虫相、線虫相について講演があ
りました。調査によると、ビオトープでは植物遷
移が進行し、それに伴って昆虫相も変化している
ことから、今後のビオトープの管理方針を明確に
する必要があると指摘されました。参加者からは、
植物・昆虫以外の生物群に対するビオトープの効

果や、市民や学生に対する環境教育としての活用
について質問があり、「農業と環境」や「生物多様性
の成り立ち」について考える貴重な機会となりまし
た。なお、参加者は学生、一般市民を含めて112
名でした。

（生物多様性研究領域長　安田耕司）
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公開シンポジウム
「自然と農業に学ぶ　̶環境保全型農業̶」

　筑波農林研究団地の
2012年一般公開が、4
月20日 （金）、21日 （土）
の2日間にわたって行
われました。このイベ
ントは科学技術週間の行
事の一つとして毎年同じ時

期に開催されていますが、昨
年は東日本大震災の影響で中止されたため、今回
は2年ぶりの開催となりました。
　（独）農業環境技術研究所は「未来につなげよう 

安全な農業と環境」をテーマに、両日とも研究所本
館で、多数の実演・体験・展示、ミニ講演、ポスター
による研究成果紹介を行い、２日間で1,056人の
方に来場いただきました。
（広報情報室）
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鯉渕学園のビオトープ




